
報告第６号 

令和５年度やぶパートナーズ株式会社の経営状況について 

令和５年度のやぶパートナーズ株式会社の経営状況は、別冊のとおりである。

よって地方自治法（昭和22年法律第67号）第243条の３第２項の規定により、報

告する。 

令和６年８月27日提出 

養父市長  広 瀬   栄 



令和５年度 

経 営 状 況 報 告 

やぶパートナーズ株式会社 



第１１期事業報告書 

令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

■事業概況 

当社は、地方創生を目的として設立された地域公共会社であり、地域課題解決を企業的手法により解決する

ことが求められていますが、創業期の損失が響き漸く第８期に債務超過の状況を脱したものの依然として繰越損

失を抱えており、その解消が喫緊の課題となっています。 

このような状況下、当社は市内小規模事業者を下支えし、創業・第二創業に繋げるイノベーション事業や商品

開発支援、特産品のブランド化、販路開拓支援、産学連携支援、PR・イベント支援などを展開し社会的利益へ

の貢献を目指してきました。 

 長く続いたコロナ禍も令和５年５月８日に第５類感染症に移行したことで経済活動も正常化の方向へ動き始め、

当社も売上げの更なる増加と収益確保を目指し、全国各地で開催される商談会や展示即売会等に積極的に参

加するなど、朝倉山椒や朝倉山椒加工品等地元産品の販路開拓・販売促進に努めました。 

商談会に来場されたバイヤーからは、乾燥山椒についての問い合わせが数多く寄せられ想定以上に需要が

あることが判明し、和歌山、高知のぶどう山椒を上回る上質な乾燥山椒の生産が急務となったため、畑特産物

生産出荷組合に協力を求め協同して商品開発を行い国内外への販売準備を進めています。 

又、旺盛な朝倉山椒の需要に対応するため増産を図るべく、今年度は購入価格を１Kg 当たり 1,000 円引上

げ 3,600 円とし生産農家の更なる増産意欲増進を図ることといたしました。 

 仕入価格の大幅な引き上げは冷凍山椒の販売価格大幅値上げともなり、大口取引先離れや原料山椒の値上

げに伴って製品価格も値上げすることになり、販売面ではやや厳しい局面が窺われますが販路開拓や販売戦

略を再検討・強化することで補ってまいります。 

さらに、従来、産業廃棄物として処分していた青実を取った後の枝にも多くの香り成分が残っていることに着

目し、試験蒸留したものを商談会等で見本展示したところ好評を博し、今年度はハーブ蒸留器を購入、朝倉山

椒エッセンシャルオイルとして商品化、この商品は当社の３番目の「五つ星ひょうご」にも認定されました。 

養父市内での朝倉山椒商品等の販売状況は、暖冬による降雪不足でスキー場への入込客が少なく 12 月か

ら３月の冬期間売上は前年割れとなりましたが、通期では販売手数料控除後売上は 1,815 千円と前年比

16.6％アップとなりました。 

実店舗での販売は販売手数料の負担も大きく収益力アップを図るべくネット販売に注力いたしました。 

自社通販サイト（ストアーズやぶや）でのネット販売は、徐々に増加し今期は 398 千円と対前期 2.5 倍強を計上

することができました。引き続き消費者ニーズに合った商品の出品を摸索し売上増加を図っていきます。    

ふるさと納税による売上は第 10 期 283 千円から今期は 841 千円と約３倍となりました。納税者ニーズを探り

ながら更なる増加を目指し、養父市への寄附額増加を図ります。 

今年度開設を目指していた東京のアンテナショップは市と連携しながら候補地探しに努めましたが、開設する

までには至りませんでした。引き続き早期開設を目指し拠点の確保に努めます。 

今期は使用していた車両が老朽化し、車両整備会社から安全面に懸念があるとの指摘を受け更新いたしまし

たが、減価償却負担が大きく収益を圧迫することとなりました。 

その結果、売上高は 52,390 千円、対前期比＋395 千円、減価償却費 1,752 千円計上したことで営業利益は

2,331 千円にとどまりましたが対前期比では＋2,168 千円となり、営業外費用で貸倒損失 190 千円計上しました

が、経常利益 2,387 千円、対前期比＋1,988 千円となりました。 

これまで繰越損失解消に重きを置いた経営を行ってきたことで、会社設立時の本来の目的達成に向けての

活動がやや低調に推移してきました。今後は、原点に立ち返り果たすべき役割を十分認識し、起業・創業支援

や小規模事業者の経営支援に一層注力してまいります。６次産業化支援センターの入居者確保、市内事業者

の販売支援の為の首都圏での早期アンテナショップ開設等課題はありますが引き続き、行政当局をはじめ関係

機関のご指導ご鞭撻を切に要望し第 11 期の事業報告といたします。 
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株主及び出資金

（１）　株式の総数

・会社が発行する株式の総数 400株

・発行済株式の総数 400株

（２）　株主の内訳 （単位：千円）

（３）　株主名簿　（出資者）

従業員数　（令和６年３月31日現在）

（単位：人）

うち市外 1

うち市外 0

パート職員 3

うち市内 2

社員数

正規職員 5

うち市内 5

400株 1

住　所
持株数または

出資額

養父市 兵庫県養父市八鹿町八鹿1675 400株

1 20,000        0

第 10 期 増減 本年度末現在

人員 出資金 人員 出資金 人員 出資金

氏名又は名称

20,000        0 0 1 20,000        

合　計 0 1 20,000        
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